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集合住宅の容器庫内で点検を進める江黒氏

点検時間を短縮するため２人１組で作業
する（左から名取氏、中屋敷氏）
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被
災
地
復
旧
へ
支
援
隊

顧
客
の

あ
り
が
と
う

励
み
に

日東エネ

供給不能23万戸
充填所29ヵ所稼働できず

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
は
、

日

正
午
現
在
の
東
日
本
大
震
災

に
よ
る
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
被
災
状
況

を
明
ら
か
に
し
た
。
青
森
、

岩
手
、
宮
城
、
茨
城
、
千
葉

の
ほ
か
、
山
形
、
神
奈
川
、

栃
木
、
神
奈
川
な
ど
を
含
め

た

県
合
計
の
販
売
店
数
は

８
１
１
４
カ
所
、
消
費
者
戸

数
は
８
０
２
万
８
６
８
０

戸
。
供
給
・
点
検
後
に
供
給

し
た
の
は
７
８
０
万
戸
で
、

津
波
倒
壊
な
ど
で
供
給
不
能

（
不
明
含
む
）
は

万
戸
に

上
っ
た
。

充
填
所
数
は
合
計
で
６
４

１
カ
所
。
う
ち
稼
働
可
能
５

９
９
カ
所
、
稼
働
不
能

カ

所
、
不
明

カ
所
。
県
別
の

販
売
所
被
災
状
況
は
、
岩
手

で
稼
働
不
能

カ
所
、
宮
城

で
稼
働
不
能

カ
所
、
福
島

で
稼
働
不
能
４
カ
所
、
不
明

カ
所
、
茨
城
で
不
明
１
カ

所
、
千
葉
で
稼
働
不
能
１
カ

所
だ
っ
た
。

消
費
先
へ
の
供
給
不
能
は

青
森
２
０
５
戸
、
岩
手
５
万

戸
（
津
波
な
ど

、
宮
城

万
戸
（
津
波
な
ど

、
福
島

５
万
２
６
３
２
戸
、
千
葉
２

０
０
戸
な
ど
。

茨
城
は
、
１
８
０
㌔
㍍
に

至
る
海
岸
部
は
津
波
の
影
響

に
よ
り
多
く
の
消
費
者
が
被

災
し
た
が
、
復
旧
に
全
力
を

注
い
だ
結
果
、
現
在
は
全
消

費
者
に
供
給
可
能
と
な
っ

た
。ま

た
、
充
填
所
関
係
は
、

青
森
が

カ
所
稼
働
可
能
で

２
か
所
不
能
、
岩
手
が

カ

所
で
供
給
可
能
、
不
明
１
カ

所
、
不
能
８
カ
所
。
宮
城

カ
所
稼
働
可
能
、
不
能
９
カ

所
、
不
明

所
。
福
島
が
５

５
カ
所
稼
働
可
能
、
８
カ
所

不
能
、
不
明
２
カ
所
。
茨
城

が
稼
働
不
能
１
カ
所
な
ど
。

千
葉
は

カ
所
稼
働
可
能
、

１
カ
所
不
能
（
液
状
化
）
だ

っ
た
。

ス
タ
ン
ド
関
係
は
、
稼
働

可
能
３
５
５
カ
所
、
稼
働
不

能

カ
所
、
不
明

カ
所
、

岩
手
で
不
能
が
３
カ
所
（
津

波

、
不
明
２
カ
所
、
宮
城

が
稼
働
不
能
７
カ
所
、
不
明

４
カ
所
、
福
島
が
稼
働
不
能

３
カ
所
、
不
明
３
カ
所
。
茨

城
が
稼
働
不
能
１
カ
所
、
不

明
１
カ
所
。
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企
業
や
店
舗
早
く
元
気
に

地
震
と
津
波
の
被
害
を
受

け
、
原
発
事
故
の
影
響
も
深

刻
な
福
島
で
、
地
域
に
根
ざ

し
た
事
業
を
行
う
ア
ポ
ロ
ガ

ス
（
本
社
・
福
島
市
）
の
篠

木
雄
司
社
長
か
ら
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
届
い
た
。
そ
れ
は
「
フ

レ
ー
フ
レ
ー
ふ
く
し
ま
」だ
。

◇

◇

私
の
会
社
は
、
現
在
放
射

線
濃
度
が
高
い
と
報
道
さ
れ

て
い
る
福
島
市
に
あ
り
ま

す
。
事
故
が
起
き
て
い
る
福

島
第
一
原
発
か
ら
北
西
に

㌔
㍍
離
れ
た
と
こ
ろ
に
あ

る
、
生
活
に
欠
か
せ
な
い
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
を
守
る
Ｌ
Ｐ
ガ

ス
の
供
給
会
社
で
す
。現
在
、

震
災
に
よ
る
直
接
被
害
の
対

応
は
一
段
落
し
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

の
調
達
も
安
定
供
給
を
確

保
。
現
在
の
不
安
材
料
は
、

販
売
す
る
灯
油
と
車
両
用
の

ガ
ソ
リ
ン
の
不
足
、
そ
し
て

原
発
事
故
に
よ
る
放
射
線
濃

度
が
高
い
こ
と
で
す
。

私
に
は
２
人
の
息
子
が
い

ま
す
。
次
男
は
中
学
３
年
で

高
校
受
験
生
で
し
た
。
卒
業

式
の
当
日
３
月

日
に
震
災

が
あ
り
、
そ
の
後

日
に
地

元
の
高
校
の
合
格
発
表
が
あ

り
、
努
力
の
甲
岴
が
あ
っ
て

合
格
し
ま
し
た
。
い
ま
だ
に

原
発
事
故
の
放
射
能
の
不
安

が
解
消
さ
れ
ず
に
い
ま
す

が
、
息
子
に
は
「
今
は
現
在

進
行
形
だ
け
ど
、
将
来
、
中

学
の
卒
業
式
の
当
日
に
大
震

災
が
あ
っ
て
、
高
校
合
格
発

表
が
あ
っ
た
ん
だ
と
き
っ
と

振
り
返
ら
れ
る
と
き
が
く

る
。〝
艱
難
汝
を
玉
に
す
る
〞

で
、
こ
ん
な
苦
し
い
こ
と
、

つ
ら
い
こ
と
が
自
分
を
成
長

さ
せ
る
ん
だ
」
と
は
な
む
け

の
言
葉
を
お
く
り
ま
し
た
。

「
お
兄
ち
ゃ
ん
と
同
じ
高

校
に
入
る
ん
だ
」
と
一
生
懸

命
努
力
し
て
入
っ
た
高
校
を

ち
ゃ
ん
と
卒
業
さ
せ
た
い
。

町
が
ゴ
ー
ス
ト
タ
ウ
ン
に
な

っ
た
ら
卒
業
で
き
な
く
な
っ

て
し
ま
う
。そ
の
た
め
に
は
、

ふ
く
し
ま
が
震
災
前
の
よ
う

に
、
そ
れ
以
上
に
活
気
づ
い

て
い
か
な
い
と
…
と
心
か
ら

思
い
ま
す
。

全
国
区
の
会
社
の
中
に

は
、
支
店
や
営
業
所
を
閉
め

安
全
な
場
所
に
撤
退
す
る
会

社
も
あ
り
ま
す
。
全
国
区
の

会
社
は

（
都
道
府
県
）
分

の
１
だ
か
ら
影
響
は
少
な
い

で
し
ょ
う
が
、
当
社
の
よ
う

に
地
域
密
着
・
生
活
密
着
の

地
元
の
会
社
は
、
生
活
を
守

る
た
め
に
も
逃
げ
ら
ま
せ
ん

し
、
そ
れ
が
使
命
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
県
外
に
拠
点
が

な
い
ふ
く
し
ま
の
会
社
は
、

そ
れ
こ
そ
１
０
０
分
の
１
０

０
。
逃
げ
ら
れ
ま
せ
ん
。

当
社
は
総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー

供
給
企
業
で
、
そ
の
一
環
と

し
て
「
元
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

供
給
」
を
主
体
と
し
「
元
気

エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
事
業
部
」

を

年
前
に
設
立
し
、
ミ
ニ

コ
ミ
紙「
せ
っ
か
く
ど
う
も
」

の
発
行
な
ど
を
を
行
っ
て
き

ま
し
た
が
、
原
発
の
放
射
能

の
問
題
な
ど
で
先
の
見
え
な

い
こ
の
時
期
だ
か
ら
こ
そ

「
ふ
く
し
ま
を
元
気
に
！
」

と
地
元
の
ラ
ジ
オ
局
に
出
演

し
て
「
ぜ
ひ
福
島
の
お
店
、

福
島
の
会
社
の
営
業
を
早
く

開
始
し
て
く
だ
さ
い
」
と
お

願
い
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し

て
思
い
っ
き
り
大
声
で
福
島

が
元
気
に
な
る
よ
う
に
「
フ

レ
ー
フ
レ
ー
ふ
く
し
ま
」
と

応
援
の
エ
ー
ル
を
ラ
ジ
オ
を

聴
い
て
い
る
福
島
の
人
に
お

く
っ
て
き
ま
し
た
。

と
に
か
く
、
ふ
く
し
ま
を

元
気
に
、
そ
し
て
早
く
元
通

り
に
、
い
や
そ
れ
以
上
に
元

気
に
し
な
い
と
！

そ
の
た

め
に
は
、
早
く
福
島
に
あ
る

「
お
店
」
や
「
会
社
」
が
営

業
を
開
始
し
て

「
元
気
に

営
業
中
！
」と
な
る
こ
と
が
、

福
島
を
元
気
に
す
る
道
だ
と

思
い
ま
す
。
そ
う
す
る
と
福

島
に
暮
ら
し
て
い
る
人
の
心

が

「
あ
あ
、
あ
そ
こ
も
営

業
し
て
る
、
こ
こ
も
や
っ
て

る
ん
だ
」
と
安
心
し

「
福

島
は
大
丈
夫
！
」
と
元
気
に

な
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
お
願
い
が
あ
り
ま

す
。
福
島
の
お
店
や
会
社
が

営
業
で
き
る
よ
う
に
、
何
と

か
物
流
を
し
っ
か
り
し
て
も

ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

目
に
見
え
な
い
放
射
能
へ

の
不
安
が
あ
り
、
物
は
あ
る

の
に
ト
ラ
ッ
ク
の
運
転
手
が

不
安
が
っ
て
、
避
難
指
示
の

㌔
㍍
圏
外
・
屋
内
退
避
の

〜

㌔
㍍
圏
の
地
域
や
、

そ
れ
以
外
の
福
島
県
内
で
も

物
流
が
滞
っ
て
生
活
が
で
き

な
く
な
っ
て
い
ま
す（
実
際
、

い
わ
き
市
に
住
ん
で
い
た
私

の
義
理
の
父
は
食
料
も
ガ
ソ

リ
ン
も
手
に
入
ら
ず
、
水
道

も
止
ま
っ
て
い
て
生
活
が
で

き
ず
福
島
の
私
の
家
に
避
難

し
て
き
ま
し
た

。
福
島
に
、

皆
さ
ん
と
同
じ
に
生
活
し
て

い
る
人
が
い
る
こ
と
を
、
ぜ

ひ
も
う
一
度
考
え
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

福
島
の
山
や
空
や
川
、
ふ

く
し
ま
の
自
然
は
震
災
前
と

全
く
変
わ
ら
ず
に
見
え
ま

す

「
目
に
見
え
な
い
放
射

線
、
そ
れ
を
不
安
に
感
じ
て

沈
ん
で
い
る
福
島
の
人
の
こ

こ
ろ
を
本
気
で
元
気
に
し
た

い
」
と
福
島
に
育
ち
、
福
島

を
愛
し
、
福
島
に
住
ん
で
い

る
「
ふ
く
し
ま
人
」
と
し
て

切
に
思
い
ま
す
。

「
が
ん
ば
れ
ふ
く
し
ま
！

福
島
を
元
気
に
。
フ
レ
ー
フ

レ
ー
ふ
く
し
ま
〜
」

【
地
元
一
般
紙
に
掲
載
予

定
の
コ
ラ
ム
原
稿
を
転
載
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
】

「元気に営業中です」と店頭に
掲げるアポロガス
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【
本
社
】
日
東
エ
ネ
ル
ギ

ー
（
本
社
・
東
京
、
赤
津
正

弥
社
長
）
グ
ル
ー
プ
が
、
東

日
本
大
震
災
で
受
け
た
被
害

の
早
期
復
旧
に
取
り
組
む
。

被
害
が
大
き
か
っ
た
茨
城
県

央
・
県
北
地
域
に
、
グ
ル
ー

プ
か
ら
募
っ
た
有
志
で
構
成

す
る
「
災
害
支
援
部
隊
」
を

送
り
込
む
。

日
か
ら
本
格

的
な
点
検
作
業
を
開
始
し
、

３
月
末
ま
で
に
応
急
措
置
を

完
了
す
る
計
画
だ
。
震
度
５

級
の
余
震
が
続
き
、
福
島
原

発
事
故
に
よ
る
放
射
線
量
も

気
に
な
る
な
か
で
の
屋
外
作

業
。
支
援
部
隊
を
支
え
る
の

は
、
ガ
ス
事
業
者
と
し
て
の

使
命
感
と
、
顧
客
の
「
あ
り

が
と
う
」
の
声
だ
っ
た
。

日
朝
８
時
半
、
今
日
も

支
援
部
隊
の
点
検
作
業
が
始

ま
る
。
現
場
基
地
は
茨
城
日

東
の
水
戸
営
業
所
（
那
珂
市

菅
谷
）
。
い
つ
も
は
千
葉
や

東
京
、
埼
玉
な
ど
他
都
県
で

保
安
や
営
業
を
し
て
い
る
８

人
が
、
２
人
１
組
に
な
っ
て

次
々
と
現
場
に
出
か
け
て
い

く
。
一
般
家
庭
の
点
検
は
現

地
担
当
者
が
受
け
持
つ
た

め
、
支
援
部
隊
は
業
務
用
顧

客
と
集
合
住
宅
の
合
わ
せ
て

２
０
０
地
点
が
戦
場
だ
。

日
ま
で
の
支
援
部
隊
第

１
陣
は
、
日
東
エ
ネ
ル
ギ
ー

東
京
支
店
の
江
黒
秀
一
氏
が

リ
ー
ダ
ー
を
務
め
る
。
江
黒

氏
は

日
午
後
、
こ
れ
ま
で

の
点
検
を
振
り
返
り
「
事
前

の
計
画
通
り
で
き
て
い
る
」

と
胸
を
張
る
。
既
に
約
半
数

の
点
検
を
終
え
て
い
た
。

順
風
満
帆
に
作
業
が
で
き

た
わ
け
で
は
な
い
。
茨
城
県

内
は
、
東
日
本
大
震
災
の
余

震
が
頻
繁
に
起
き
て
い
る
。

日
の
朝
９
時
前
に
も
県
南

を
震
源
と
す
る
震
度
５
弱
の

地
震
が
発
生
し
た
。
支
援
部

隊
は
全
員
つ
く
ば
市
内
の
ホ

テ
ル
に
連
泊
し
、
毎
朝
、
開

通
し
た
ば
か
り
の
常
磐
自
動

車
道
を
使
っ
て
北
上
し
水
戸

営
業
所
に
入
る
。
地
震
で
高

速
道
路
が
不
通
に
な
り
、
作

業
が
遅
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

福
島
原
発
事
故
に
よ
る
放

射
能
汚
染
も
大
き
な
懸
念
材

料
。
茨
城
県
内
は
、
政
府
が

屋
内
退
避
と
す
る
（

日
現

在
）

〜

㌔
㍍
圏
内
か
ら

数
十
㌔
離
れ
て
い
る
。
し
か

し
福
島
県
に
次
ぐ
放
射
線
量

が
観
測
さ
れ
る
地
域
で
、
福

島
県
内
と
同
様
、
自
主
的
に

避
難
す
る
家
庭
も
あ
る
。
支

援
部
隊
の
１
人
、
日
東
エ
ネ

ル
ギ
ー
松
戸
支
店
の
名
取
勲

氏
は
「
点
検
す
る
前
に
お
客

さ
ま
に
声
を
か
け
る
が
、
特

に
ア
パ
ー
ト
で
留
守
宅
が
目

立
っ
て
き
た
。
親
元
な
ど
に

帰
っ
た
方
も
多
い
の
で
は
」

と
語
る
。
放
射
線
量
が
気
に

な
ら
な
い
わ
け
が
な
い
。

そ
れ
で
も
ガ
ス
を
使
い
続

け
る
顧
客
が
い
る
以
上
、
早

期
の
点
検
は
絶
対
に
必
要
。

名
取
氏
は
「
お
客
さ
ま
が
い

て
、
そ
こ
で
ガ
ス
を
使
っ
て

く
れ
る
以
上
、
点
検
復
旧
す

る
の
は
当
た
り
前
」
と
迷
わ

な
い
。
チ
ー
ム
を
組
む
日
東

エ
ネ
ル
ギ
ー
行
田
営
業
所
の

中
屋
敷
善
正
氏
も
「
埼
玉
で

誰
か
が
行
く
と
い
う
話
に
な

っ
た
と
き
、
私
が
行
く
の
が

い
い
と
思
っ
た
」
と
笑
う
。

第
１
陣
リ
ー
ダ
ー
の
江
黒

氏
は

日
午
後
、
ひ
た
ち
な

か
市
で
特
に
被
害
が
大
き
か

っ
た
市
営
住
宅
の
点
検
作
業

に
取
り
か
か
っ
た
。
点
検
が

必
要
な
３
棟
の
う
ち
１
棟
を

終
え
た
と
き
、
印
象
深
か
っ

た
点
検
先
を
尋
ね
る
と
「
津

波
被
害
が
あ
っ
た
大
洗
。
顧

客
で
は
な
い
が
、
津
波
で
大

ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
建
物
が

多
く
、
顧
客
の
知
人
も
被
害

者
だ
っ
た
。
そ
の
方
も
そ
う

だ
が
、
み
な
『
設
備
は
大
丈

夫
か
』
と
心
配
し
て
い
た

『
う
ち
は
や
ら
な
く
て
い
い

か
ら
』
と
点
検
を
断
る
こ
と

な
ど
な
く
、
た
く
さ
ん
の
方

が
『
あ
り
が
と
う
』
と
言
っ

て
く
れ
る
の
が
う
れ
し
い
」

と
語
っ
た
。

東
日
本
エ
ア
・
ウ
ォ
ー
タ

ー
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
仙
台
営
業

所
（
仙
台
市
若
林
区
卸
町
、

㌧
１
基
）
は
、
通
電
さ
れ

日
か
ら
稼
働
し
た
。
い
わ

き
Ｌ
Ｐ
Ｇ
工
場
（
い
わ
き
市

泉
町
玉
露
、

㌧
１
基
）
は

設
備
に
大
き
な
損
傷
は
な
か

っ
た
が
、
現
在
避
難
中
。

▽

日

カ
メ
イ
（
本
社

・
仙
台
市
、
亀
井
文
行
社
長
）

は
、
石
油
製
品
の
供
給
体
制

と
災
害
復
興
支
援
活
動
に
つ

い
て
発
表
し
た
。
被
災
し
出

荷
停
止
し
て
い
た
塩
釜
貞
山

油
槽
所
は
ガ
ソ
リ
ン
、
軽
油
、

灯
油
、
Ａ
重
油
の
在
庫
を
緊

急
度
の
高
い
病
院
や
緊
急
車

両
用
給
油
所
な
ど
に

日
か

ら
供
給
を
開
始
し
た
。

日

か
ら
は
被
災
地
復
興
に
向
け

た
重
機
用
軽
油
の
供
給
を
開

始
し
た
。
タ
ン
カ
ー
受
け
入

れ
は

日
か
ら
再
開
、

日

か
ら
荷
揚
げ
を
開
始
す
る
。

同
社
は
い
ち
早
く
仙
台
市

の
福
沢
、
卸
町
東
、
岩
沼
市

の
愛
島
、
東
北
自
動
車
道
上

り
の
長
者
原
（
大
崎
市
）
の

各
Ｓ
Ｓ
を
緊
急
車
両
専
用
給

油
所
と
し
て
開
設
し
た
が
、

一
般
向
け
に
も
給
油
可
能
な

店
舗
か
ら
営
業
を
再
開
し
て

い
る
。
直
営
Ｓ
Ｓ
は

店
舗

あ
る
が
、

日
時
点
で
営
業

可
能
な

店
舗
の
う
ち

店

舗
（
東
北

、
関
東

）
が

営
業
を
再
開
し
た
。

同
社
は
調
剤
薬
局
の
店
舗

を
展
開
し
、
直
営

店
舗
、

グ
ル
ー
プ

店
舗
を
運
営
し

て
い
る
。
気
仙
沼
店
は
浸
水

し
営
業
不
能
と
な
っ
た
が
、

同
店
薬
剤
師
は
気
仙
沼
市
立

病
院
薬
剤
部
の
支
援
活
動
を

行
っ
て
い
る
。
他
の
医
療
機

関
が
機
能
を
な
く
し
た
た
め

患
者
が
集
中
し
て
い
る
石
巻

赤
十
字
病
院
前
に
あ
る
石
巻

店
に
は
、
仙
台
市
内
の
店
舗

の
薬
剤
師
を
派
遣
し
、
同
病

院
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
投

薬
に
当
た
っ
て
い
る
。

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

グ
リ
ー
ン
マ
ー
ト
桂
店
（
仙

台
市
泉
区
）
と
利
府
店
（
宮

城
県
利
府
町
）
を
運
営
し
て

い
る
が
、
両
店
の
店
頭
で
食

料
品
販
売
を
開
始
し
た
。
建

物
の
安
全
が
確
認
で
き
次
第

店
舗
内
営
業
を
開
始
す
る
。

ま
た
、
宮
城
県
土
木
部
宅

地
課
か
ら
の
要
請
を
受
け
、

グ
ル
ー
プ
会
社
の
カ
メ
イ
建

築
設
計
が
被
災
建
物
の
危
険

度
を
判
定
す
る
応
急
危
険
度

判
定
士
を
派
遣
し
て
い
る
。

カ
セ
ッ
ト

こ

ん

ろ

引
き
合
い
急
拡
大

カ
メ
イ

塩

釜

日
か
ら
荷
揚
げ
再
開

復旧作業の拠点、茨城日東水戸営業所

▽

日

万
戸
で
供
給

を
全
面
停
止
し
て
い
る
仙
台

市
ガ
ス
局
は
、
震
災
被
害
の

少
な
か
っ
た
新
潟
―
仙
台
間

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
使
い
、

日
か
ら
順
次
供
給
を
再
開
す

る
と
発
表
し
た
。
Ｌ
Ｎ
Ｇ
を

受
け
入
れ
る
港
工
場
の
津
波

被
害
が
甚
大
で
、
当
初
は
「
１

カ
月
程
度
で
の
復
旧
は
困
難

な
状
況
」と
発
表
し
て
い
た
。

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
で
運
ば
れ

た
気
化
ガ
ス
を
港
工
場
で
受

け
入
れ
、
着
臭
し
て
供
給
を

再
開
す
る
。

日
は
災
害
拠

点
病
院
２
カ
所
に
供
給
を
再

開
し
、
翌
日
以
降
、
点
検
の

済
ん
だ
一
般
需
要
家
か
ら
順

次
供
給
を
再
開
す
る
。
津
波

被
害
の
大
き
か
っ
た
地
区
の

除
き
、
１
カ
月
〜
１
カ
月
半

で
の
復
旧
を
目
指
す
。

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ム
コ
―
岩
谷

産
業

緊
急
災
害
時
Ｌ
Ｐ
ガ

ス
支
援
基
金
は

日
ま
で
に

宮
城
県
の
仙
台
市
、
柴
田
町
、

白
石
市
、
気
仙
沼
市
、
南
三

陸
町
に
カ
セ
ッ
ト
こ
ん
ろ
４

１
０
０
台
と
カ
セ
ッ
ト
ガ
ス

３
万
７
千
本
を
送
っ
た
。

日
に
は
石
巻
市
と
岩
手
県
釜

石
市
に
も
カ
セ
ッ
ト
こ
ん
ろ

６
７
０
０
台
、
カ
セ
ッ
ト
ガ

ス
２
万
３
千
本
を
送
っ
た
。

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

か
ら

〜

㌔
㍍
圏
内
の
屋

内
待
避
指
示
の
出
た
地
域
で

の
ガ
ス
切
れ
の
不
安
が
指
摘

さ
れ
だ
し
た
。
そ
の
地
域
の

消
費
者
へ
の
配
送
を
嫌
が
る

事
業
者
の
出
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
た
め
だ
。
県
業
界
関

係
者
は
「
そ
の
地
域
に
供
給

し
て
い
る
販
売
店
は
い
っ
た

い
ど
こ
ま
で
対
応
で
き
る
だ

ろ
う
か
」
と
不
安
顔
だ
。

マルヰガス救援隊

支
援
物
資
を
緊
急
輸
送

容
器

本
や
生
活
必
需
品
も

連係プレーで容器の積み込み作業を行うマルヰガス災害
救助隊員（20日午前５時半頃、小山ＬＰＧセンターで）

【
仙
台
支
局
】
▽

日

イ
ワ
タ
ニ
東
北
（
本
社
・
仙

台
市
、
澤
村
繁
夫
社
長
）
が

カ
セ
ッ
ト
こ
ん
ろ
を
販
売
し

て
い
る
と
の
情
報
が
ツ
イ
ッ

タ
ー
上
に
流
れ
、
ガ
ス
を
使

え
な
く
な
っ
た
地
域
住
民
が

買
い
求
め
よ
う
と
若
林
区
卸

町
東
の
本
社
に
長
い
行
列
を

つ
く
っ
た
。

日
ま
で
に
収

束
し
た
。

買
い
求
め
る
人
に
は
、
地

震
発
生
後
に
岩
谷
産
業
か
ら

届
い
た
顧
客
向
け
カ
セ
ッ
ト

こ
ん
ろ
１
千
台
と
カ
セ
ッ
ト

ガ
ス
３
万
本
の
中
か
ら
融
通

し
定
価
の
３
〜
４
割
引
き
で

提
供
し
た
。
カ
セ
ッ
ト
ガ
ス

の
販
売
は
１
人
１
本
に
制
限

し
た
。

日
に
販
売
を
中
止

し
た
が
、
そ
れ
で
も
買
い
求

め
る
人
が
絶
え
な
か
っ
た
。

数
日
で
約
５
０
０
万
円
分
を

売
っ
た
。

仙台ＬＰＧセンターに到着し荷降ろし作業を
行う隊員（20日午後１時頃＝岩谷産業提供）

カ
セ
ッ
ト
こ
ん
ろ
・

ガ
ス
を
緊
急
出
荷

岩
谷
産
業
は

日
、
被
災

地
支
援
の
カ
セ
ッ
ト
こ
ん
ろ

・
カ
セ
ッ
ト
ガ
ス
緊
急
出
荷

が
、
そ
れ
ぞ
れ

万
台
と
４

２
０
万
本
に
達
し
た
と
発
表

し
た
。

日
に
仙
台
・
盛
岡

・
福
島
方
面
に
こ
ん
ろ
２
４

０
０
台
と
カ
セ
ッ
ト
ガ
ス
３

万
８
４
０
０
本
を
出
荷
。
仙

台
と
福
島
に

日
、
盛
岡
に

は

日
に
到
着
し
た
。
引
き

続
き
増
産
体
制
を
整
え
る
。

同
社
は
、
今
回
の
大
震
災

で
石
巻
営
業
所
（
石
巻
市
）

が
津
波
被
害
を
受
け
、
山
元

営
業
所
（
宮
城
県
山
元
町
）

も
浸
水
被
害
を
受
け
た
。
社

員
と
パ
ー
ト
は
全
員
が
無
事

だ
っ
た
。
営
業
所
周
辺
の
地

域
も
大
き
な
被
害
を
受
け

た
。
石
巻
営
業
所
の
Ｌ
Ｐ
ガ

ス
顧
客
は
２
５
０
０
戸
、
山

元
営
業
所
は
２
千
戸
あ
る

が
、
澤
村
社
長
は
「
石
巻
の

顧
客
は
半
分
残
っ
て
い
る
か

ど
う
か
。
山
元
は
１
〜
２
割

の
顧
客
を
な
く
し
た
か
も
し

れ
な
い
」
と
話
し
て
い
る
。

越島得生隊長

岩
谷
産
業
グ
ル
ー
プ
の
東

日
本
被
災
地
に
対
す
る
災
害

支
援
が
本
格
化
し
て
い
る
。

ホ
ー
ム
エ
ネ
ル
ギ
ー
首
都
圏

（
本
社
・
さ
い
た
ま
市
、
越

島
得
生
社
長
）
の
マ
ル
ヰ
ガ

ス
災
害
救
援
隊
が
小
山
Ｌ
Ｐ

Ｇ
セ
ン
タ
ー
（
栃
木
県
小
山

市
）
か
ら
、
ホ
ー
ム
エ
ネ
ル

ギ
ー
東
北
の
仙
台
Ｌ
Ｐ
Ｇ
セ

ン
タ
ー
（
仙
台
市
若
林
区
）

に
向
け
充
填
済
み
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

容
器
３
２
０
本
（

・
７
㌧
）

な
ど
の
支
援
物
資
を

日
の

第
１
陣
、

日
の
第
２
陣
に

分
け
て
緊
急
輸
送
し
た
。

第
１
陣
は
越
島
社
長
を
隊

長
と
す
る
６
人
の
隊
員
が
配

送
車
両
（
３
㌧
車
）
５
台
で

小
山
を
出
発
し
た
。
隊
員
は

夜
明
け
間
近
の
午
前
５
時
半

頃
か
ら
充
填
済
み
容
器
な
ど

の
積
み
込
み
作
業
を
開
始

し
、
午
前
６
時
に
小
山
を
出

発
。
途
中
、
福
島
県
郡
山
市

の
グ
ル
ー
プ
会
社
に
立
ち
寄

り
、
現
地
社
員
ら
向
け
の
食

料
品
な
ど
救
援
物
資
を
荷
降

ろ
し
し
た
後
、
午
後

時

分
、
仙
台
Ｌ
Ｐ
Ｇ
セ
ン
タ
ー

に
到
着
し
た
。

緊
急
支
援
物
資
は
第
１
陣

が
充
填
済
み
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
容
器

㌔
㌘
×

本
、

㌔
㌘
×

１
０
０
本
、
炊
き
出
し
用
機

器

（
調
整
器
、
ガ
ス
ホ

ー
ス
関
連
、
ガ
ス
こ
ん
ろ
、

鍋
な
ど

、
自
気
圧
計
と
ガ

ス
検
知
器
各

台
、
雨
合
羽

６
０
０
着
。
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ

ー
パ
ー
な
ど
の
生
活
必
需
品

も
助
手
席
に
可
能
な
限
り
積

み
込
み
、
現
地
に
届
け
た
。

越
島
隊
長
ら
隊
員
は
仙
台
で

の
任
務
を
終
え
た
後
、
午
後

７
時

分
に
小
山
Ｌ
Ｐ
Ｇ
セ

ン
タ
ー
に
帰
還
し
た
。

第
２
陣
は

日
午
前
６
時

に
小
山
を
出
発
、
仙
台
Ｌ
Ｐ

Ｇ
セ
ン
タ
ー
に
充
填
済
み
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
容
器
１
７
０
本
（
６

・
２
㌧
）
を
搬
送
し
た
。
配

送
車
（
３
㌧
車
）
５
台
に

㌔
㌘
×
１
０
０
本
、

㌔
㌘

×

本
、

㌔
㌘
×

本
と
、

炊
き
出
し
用
機
器

（
ゴ

ム
管
、
鋳
物
こ
ん
ろ
、
鍋
な

ど

、
雨
合
羽
２
千
着
を
積

み
込
み
、
い
ず
れ
の
物
資
も

第
１
陣
よ
り
増
強
し
た
。

緊
急
輸
送
し
た
容
器
に
は

「
ホ
ー
ム
エ
ネ
ル
ギ
ー
東
北

仙
台
ガ
ス
セ
ン
タ
ー
」
の

事
業
所
名
、
住
所
、
電
話
番

号
を
側
面
に
印
字
し
た
。
隊

員
は
「
マ
ル
ヰ
ガ
ス
災
害
救

援
隊
」
の
黄
色
い
揃
い
の
ラ

イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
用
、

荷
台
に
「
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
災
害
対

策
緊
急
車
」
の
横
断
幕
を
付

け
た
配
送
車
に
分
乗
し
、
緊

張
し
た
面
持
ち
で
小
山
Ｌ
Ｐ

Ｇ
セ
ン
タ
ー
を
後
に
し
た
。

岩
谷
産
業
の
救
援
活
動
は

当
面
、
仙
台
Ｌ
Ｐ
Ｇ
セ
ン
タ

ー
を
拠
点
に
地
元
自
治
体
や

関
係
省
庁
と
連
携
し
な
が

ら
、
被
災
各
地
へ
物
資
を
届

け
る
方
針
だ
。

（２）２０１１年（平成２３年）３月２８日（月曜日）プロパン・ブタンニュース（第３種郵便物認可） （２）２０１１年（平成２３年）３月２８日（月曜日）プロパン・ブタンニュース（第３種郵便物認可）


